
第
二
次
世
界
大
戦
の
混
迷
の
な
か
、

日
本
に
は
「
伝
え
る
こ
と
」
の
意
味
を

深
く
背
負
っ
た
一
人
の
情
報
将
校
が
い

た
。
陸
軍
少
将
・
小
野
寺
信
。
彼
は
欧

州
の
最
前
線
か
ら
、
幾
度
と
な
く
本
国

に
警
鐘
を
打
電
し
続
け
た
。

１
９
４
０
年
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ

に
降
伏
し
、
日
独
伊
三
国
同
盟
が
結
ば

れ
る
。
翌
年
に
は
独
ソ
戦
が
始
ま
っ
た
。

刻
々
と
変
化
す
る
欧
州
情
勢
の
な
か
、

ベ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館
が
伝
え
る
の

は
、
ド
イ
ツ
発
表
の
表
面
的
な
情
報
に

留
ま
り
、
日
本
政
府
は
戦
局
の
実
像
に

触
れ
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
。

ヒ
ト
ラ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
上
陸
を
目
的

に
制
空
権
の
奪
取
を
試
み
た
が
、
イ
ギ

リ
ス
は
レ
ー
ダ
ー
を
駆
使
し
て
こ
れ
に

対
抗
し
た
。
こ
れ
が
、
１
９
４
０
年

7
月

10
日
か
ら

10
月

31
日
ま
で
イ
ギ

リ
ス
南
部
上
空
と
ド
ー
バ
ー
海
峡
周
辺

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ
・

０
ｆ
・
Ｂ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
（
史
上
最
大

級
の
航
空
戦
）
」
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘

で
ド
イ
ツ
空
軍
の
戦
闘
能
力
は
低
下
し
、

ヒ
ト
ラ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
上
陸
を
断
念
。

イ
ギ
リ
ス
侵
攻
に
備
え
て
集
結
し
て
い

た
陸
軍
部
隊
や
装
甲
師
団
は
、
夏
季
の

短
期
決
戦
を
想
定
し
た
夏
装
備
の
ま
ま

東
部
戦
線
（
対
ソ
連
）
へ
と
転
用
さ
れ

た
。
日
本
が
南
方
作
戦
（
真
珠
湾
攻
撃

を
含
む
）
を
開
始
す
る
頃
に
は
、
ド
イ

ツ
は
モ
ス
ク
ワ
攻
防
戦
で
甚
大
な
損
害

を
被
っ
て
い
た
。

そ
の
要
因
は
、
零
下

30
度
以
下
の

冬
と
、
日
本
国
内
で
暗
躍
し
た
ス
パ
イ

（
ゾ
ル
ゲ
）
に
よ
る
「
日
本
は
対
ソ
戦

の
意
思
な
し
」
と
の
報
告
に
よ
り
、
極

東
の
兵
力
を
大
幅
に
モ
ス
ク
ワ
攻
防
戦

へ
転
用
し
た
結
果
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
小
野
寺
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
駐
在
武
官
と

し
て
独
自
の
情
報
網
を
築
き
、
バ
ル
ト

諸
国
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
亡
命
政
府
と
連
携

し
な
が
ら
、
欧
州
戦
線
の
核
心
に
触
れ

る
情
報
を
収
集
し
続
け
た
。
彼
は
一
貫

し
て
「
日
米
開
戦
は
絶
対
に
避
け
る
べ

き
」
と
訴
え
、

30
回
を
超
え
る
「
日

米
開
戦
絶
対
不
可
ナ
リ
」
と
の
打
電
を

本
国
に
送
っ
た
。
し
か
し
、
大
本
営
は

南
方
作
戦
の
遂
行
を
優
先
し
、
彼
の
警

告
は
沈
黙
の
う
ち
に
葬
ら
れ
た
。

戦
争
終
結
が
近
づ
い
た
１
９
４
５
年
、

小
野
寺
は
さ
ら
に
重
大
な
報
告
を
行
う
。

ソ
連
が
ド
イ
ツ
降
伏
の
三
か
月
後
に
対

日
参
戦
す
る
と
い
う
密
約─

─

ヤ
ル
タ

会
談
の
影
で
あ
る
。

だ
が
日
本
政
府
は
な
お
、
日
ソ
中
立

条
約
の
効
力
を
信
じ
、
ソ
連
を
和
平
の

仲
介
者
と
し
て
期
待
し
続
け
た
。

そ
の
裏
で
、
ア
メ
リ
カ
は
南
樺
太
と

千
島
列
島
の
領
有
を
黙
認
す
る
密
約
の

も
と
、
ソ
連
に
艦
船
１
４
９
隻
を
無
償

供
与
し
、
極
秘
裏
に
対
日
戦
訓
練
を
施

す
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ラ
（
Ｐ
ｒ
ｏ

ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
・
Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
）
」
を
進
め
て

い
た
。
そ
れ
は
冷
戦
の
気
配
を
孕
ん
で

い
た
、
即
ち
”
未
来
の
前
哨
戦
”
を
、

日
本
の
北
辺
に
築
く
作
戦
で
も
あ
っ
た
。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
死
去
に
よ
り
後
任

と
な
っ
た
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
ポ

ツ
ダ
ム
会
談
出
発
直
前
、
こ
の
密
約
の

存
在
を
知
ら
さ
れ
る
（
小
野
寺
の
報
告

は
二
重
ス
パ
イ
に
よ
っ
て
カ
ナ
ダ
経
由

で
ア
メ
リ
カ
に
も
た
ら
さ
れ
た
）
。
そ

し
て

8
月

6
日
、
広
島
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
、

8
日
に
は
ソ
連
が
対
日
参

戦
、

9
日
に
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
。

こ
の
原
爆
投
下
に
つ
い
て
も
、
小
野

寺
少
将
を
含
む
一
部
の
日
本
軍
関
係
者

が
、
事
前
に
そ
の
情
報
に
触
れ
て
い
た

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て

8
月

18
日
、
ソ
連
軍
は
占
守
島
へ
の

侵
攻
を
開
始
す
る
。

後
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
専
属

カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
故
・
ジ
ョ
ー
・
オ

ダ
ネ
ル
氏
（
代
表
作
『
焼
き
場
に
立
つ

少
年
』
）
が
、
原
爆
投
下
直
後
の
広
島
・

長
崎
の
写
真
を
ト
ル
ー
マ
ン
に
見
せ
て
、

「
如
何
思
う
か
」
と
訊
い
た
。
ト
ル
ー

マ
ン
は
、
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
答
え
た
。

「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
訊
け
。
」

こ
の
一
言
に
、
彼
が
抱
え
て
い
た
葛

藤
と
責
任
の
所
在
、
そ
し
て
冷
戦
の
気

配
を
感
じ
る
。
も
し
原
爆
投
下
の
真
の

目
的
が
、
日
本
の
降
伏
を
迫
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
ソ
連
の
進
出
を
阻
み
、
戦

後
の
勢
力
地
図
を
描
く
た
め
の
“
戦
略

的
加
速
装
置
”
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
小
野
寺
少
将
の
警
告
を
黙
殺
し
た

代
償
は
、
あ
ま
り
に
も
重
い
。

事
実
、
そ
れ
は

2
回
の
原
爆
投
下

と
、
北
方
領
土
の
帰
属
問
題
に
直
結
し

て
い
る
。

も
し
大
統
領
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
ま

ま
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
北
海
道
北
部

─
─

留
萌
市
と
釧

路
市
を
結
ぶ
線
以

北─
─

の
割
譲
ど

こ
ろ
か
、
新
潟
以

北
の
領
土
さ
え
要

求
さ
れ
、
日
本
は

南
北
に
分
断
さ
れ

た
国
家
と
な
っ
て

い
た
可
能
性
す
ら

否
定
で
き
な
い
。

日
本
国
の
領
土

は
、
現
在
で
も
不

法
に
占
拠
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
北

方
四
島
だ
け
で
は
な
く
、
南
樺
太
も
同

様
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

を
ロ
シ
ア
が
批
准
し
て
い
な
い
以
上
、

国
際
法
上
ロ
シ
ア
の
領
土
と
は
言
い
難

い
。領

土
と
は
、
単
に
地
図
で
区
切
ら
れ

た
場
所
で
は
な
く
、
戦
争
や
占
領
、
避

難
や
帰
還
の
記
録
が
刻
ま
れ
た
土
地
で

あ
り
、
語
ら
れ
な
か
っ
た
体
験
や
失
わ

れ
た
家
族
の
記
憶
が
存
在
し
、
声
を
上

げ
た
人
と
、
声
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た

人
の
重
み
が
重
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
領
土
問
題
は
過
去
に
向
き
合
う

姿
勢
で
あ
り
、
事
実
を
語
り
直
す
責
任

が
今
の
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

小
野
寺
情
報
と
ゾ
ル
ゲ
報
告
の
、
そ

の
扱
い
の
差
は
、
国
家
が
何
を
信
じ
、

何
を
見
過
ご
し
た
か
を
示
し
て
い
る
。
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長
崎
で
は
、
次
か
ら
次
へ
と
死
体
を

運
ぶ
荷
車
が
焼
き
場
に
向
か
っ
て
い
た
。

焼
き
場
と
な
っ
て
い
た
川
岸
に
は
、

浅
い
穴
が
掘
ら
れ
、
水
が
ひ
た
ひ
た
と

寄
せ
て
お
り
、
灰
や
木
片
や
石
灰
が
散

ば
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
。
焼
き
場
に

１
０
歳
ぐ
ら
い
の
少
年
が
や
っ
て
き
た
。

小
さ
い
体
は
や
せ
細
り
、
ボ
ロ
ボ
ロ

の
服
を
着
て
、
裸
足
だ
っ
た
。
少
年
の

背
中
に
は
２
歳
に
も
な
ら
な
い
幼
い
男

の
子
が
く
く
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
子
は
ま
る
で
眠
っ
て
い
る
よ
う

で
、
見
た
と
こ
ろ
体
の
ど
こ
に
も
火
傷

の
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
少
年
は
焼
き

場
の
ふ
ち
ま
で
進
む
と
、
そ
こ
で
立
ち

止
ま
る
。
わ
き
上
が
る
熱
風
に
も
動
じ

な
い
。
係
員
は
背
中
の
幼
児
を
下
ろ
し
、

足
元
の
燃
え
さ
か
る
火
の
上
に
乗
せ
た
。

ま
も
な
く
脂
の
焼
け
る
音
が
ジ
ュ
ウ

と
私
の
耳
に
も
届
く
。
炎
は
勢
い
よ
く

燃
え
上
が
り
、
立
ち
尽
く
す
少
年
の
顔

を
赤
く
染
め
た
。
気
落
ち
し
た
か
の
よ

う
に
背
が
丸
く
な
っ
た
少
年
は
ま
た
す

ぐ
に
背
筋
を
伸
ば
す
。
少
年
は
気
を
付

け
の
姿
勢
で
、
じ
っ
と
前
を
見
つ
づ
け

た
。
一
度
も
焼
か
れ
る
弟
に
目
を
落
と

す
こ
と
は
な
い
。

軍
人
も
顔
負
け
の
見
事
な
直
立
不
動

の
姿
勢
で
、
彼
は
弟
を
見
送
っ
た
の
だ
。

私
は
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通

じ
て
、
涙
も
出
な
い
ほ
ど
の
悲
し
み
に

打
ち
ひ
し
が
れ
た
顔
を
見
守
っ
た
。

私
は
彼
の
肩
を
抱
い
て
や
り
た
か
っ

た
。
し
か
し
、
声
を
か
け
る
こ
と
も
で

き
な
い
ま
ま
、
も
う
一
度
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
た
。

急
に
彼
は
回
れ
右
を
す
る
と
、
背
筋

を
ピ
ン
と
張
り
、
ま
っ
す
ぐ
前
を
み
て

歩
み
去
っ
た
。
一
度
も
う
し
ろ
を
振
り

向
か
な
い
ま
ま
。
係
員
に
よ
る
と
、
少

年
の
弟
は
夜
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ

と
い
う
。
（
中
略
）
今
日
一
日
み
た
人

の
こ
と
を
思
う
と
、
胸
が
痛
ん
だ
。
あ

の
少
年
は
ど
こ
へ
行
き
、
そ
う
し
て
ど

う
し
て
生
き
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

故
・
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
氏
、
【
焼
き
場
に
立
つ
少
年
】
を
語
る

原
爆
投
下
。
実
態
は
１
９
４
５
年

8
月

6
日
午
前

3
時
、
日
本
陸
軍
特

殊
情
報
部
は
、
テ
ニ
ア
ン
島
か
ら
発
信

さ
れ
た
Ｖ
６
０
０
番
台
の
コ
ー
ル
サ
イ

ン
（
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
）
の
無
電
「
我
ら

目
標
に
進
行
中
」
を
傍
受
。

し
か
し
、
こ
の
情
報
は
広
島
の
軍
司

令
に
届
か
ず
、
午
前

8

時

15
に
無
防
備
な
広
島

へ
ウ
ラ
ン
型
原
子
爆
弾

「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
が

投
下
さ
れ
た
。

一
方
、
あ
る
元
海
軍

戦
闘
機
搭
乗
員
の
孫
に

よ
る
証
言
で
は
、
「
祖

父
は
紫
電
改
で
四
国
上

空
の
Ｂ
ー

29
に
接
敵
し

た
が
、
機
関
砲
が
作
動

し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
と
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
は

重
量
制
限
の
た
め
は
機
関
砲
を
取
外
し

て
い
た
。

3
日
後
の

8
月

9
日
、
再
び
Ｖ
６

０
０
番
台
の
通
信
を
傍
受
し
た
。

通
信
部
隊
の
大
田
新
生
中
尉
は
「
数

時
間
後
に
爆
弾
が
落
と
さ
れ
る
、
危
険

大
」
と
報
告
し
た
が
、

参
謀
本
部
は
防
空
部
隊

へ
の
迎
撃
命
令
を
出
さ

な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
で
『
原
爆
投

下
・
活
か
さ
れ
な
か
っ

た
極
秘
情
報
』
（
２
０

１
１
年
10
月
29
日
放
送
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
の
第

1
目
標

は
小
倉
だ
っ
た
。
午
前

9
時
44
分
、
Ｂ
ー
29
（
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
）

は
小
倉
陸
軍
造
兵
廠
上
空
に
到
達
し
た

が
、
視
界
不
良
の
た
め
目
標
確
認
が
出

来
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
八
幡
製
鐵
所
が
コ
ー
ル
タ
ー

ル
を
燃
焼
さ
せ
て
黒
煙
を
発
生
さ
せ
煙

幕
を
張
っ
た
。
こ
の
煙
幕
が
西
風
に
乗
っ

て
小
倉
方
面
へ
流
れ
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー

の
目
視
照
準
を
妨
げ
た
。

当
該
機
は

3
度
爆
撃
航
程
を
試
み

た
が
、
午
前

10
時

30
分
頃
に
小
倉
上

空
を
離
脱
。
第

2
目
標
の
長
崎
へ
と

転
進
し
た
が
、
長
崎
市
は
雲
に
覆
わ
れ
、

午
前

11
時

2
分
、
僅
か
な
雲
の
隙
間

か
ら
見
え
た
爆
撃
目
標
で
は
な
い
松
山

町
に
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
原
子
爆
弾

「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
を
投
下
し
た
。

本
来
こ
の
状
況
で
は
、
原
爆
を
洋
上

投
棄
し
沖
縄
へ
向
え
の
命
令
だ
っ
た

察
知
し
て
い
た
原
爆
投
下
（
コ
ー
ル
サ
イ
ン
Ｖ
６
０
０
）

握
り
潰
し
た
重
要
情
報
の
代
償
（
広
島
と
長
崎
、
更
に
北
方
四
島
と
南
樺
太
）二重スパイがアメリカへもたらした小野寺情報
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